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津山圏域衛生処理組合 
 



１ 目 的 

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45年法律第 137号）第６条第１

項及び津山圏域衛生処理組合生活排水処理基本計画（平成 26年 3月）に基づ

き，津山圏域衛生処理組合における生活排水処理に関する実施計画を定め，搬

入されるし尿及び浄化槽汚泥を効率的かつ適正に中間処理，再生利用する。 

 

２ 計画期間 

  令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

 

３ 計画区域 

  計画区域は，津山市，富地域を除く鏡野町，美咲町の中央地域とする。 

構成市町 面積 人口 備考 

津山市 506.33㎢ 93,484人 8.2.1住基 

鏡野町 343.56㎢ 11,403人  〃 

美咲町 72.08㎢ 5,796人  〃 

計 921.97㎢ 110,683人  

  ※鏡野町及び美咲町の数値は計画区域 

 

４ し尿及び浄化槽汚泥の搬入量見込 

構成市町 区分 令和 8年度 令和 7年 1月～ 

令和 7年 12月 

（実績） 

津山市 

し尿 13,500.00KL 14,048.99KL 

浄化槽汚泥 39,400.00KL 39,467.89KL 

 計 52,900.00KL 53,516.88KL 

鏡野町 

し尿 1,100.00KL 1,116.63KL 

浄化槽汚泥 2,800.00KL 2,801.06KL 

 計 3,900.00KL 3,917.69KL 

美咲町 

し尿 800.00KL 819.91KL 

浄化槽汚泥 1,200.00KL 1,253.11KL 

 計 2,000.00KL 2,073.02KL 

合計 

し尿 15,400.00KL 15,985.53KL 

浄化槽汚泥 43,400.00KL 43,522.06KL 

 計 58,800.00KL 59,507.59KL 

  ※し尿及び浄化槽汚泥は減少傾向にあり搬入量も減少の見込 

 



 

５ 収集運搬計画 

  計画区域におけるし尿及び浄化槽汚泥の収集運搬は，構成市町の許可業者

により行われ，津山圏域汚泥再生処理センターへ搬入される。 

区分 収集主体 収集方法 搬入先 

し尿 許可業者 戸別収集 津山圏域衛生処理組合 

汚泥再生処理センター 浄化槽汚泥 許可業者 戸別収集 

 

６ 中間処理計画 

  中間処理は，津山圏域衛生処理組合汚泥再生処理センターで行う。 

施設名称 津山圏域衛生処理組合汚泥再生処理センター 

所在地 津山市川崎 458番地 

供用開始 平成 31年 4月 

処理能力 170ｋℓ/日（し尿 29ｋℓ/日，浄化槽汚泥 141ｋℓ/日） 

ただし，113ｋℓ/日は場内処理，57ｋℓ/日は津山浄化センター

に希釈投入（下水投入） 

処理方式 浄化槽汚泥の混入比率の高い脱窒素処理方式 

資源化方式 汚泥助燃剤化（含水率 70％以下） 

 

７ 再生利用等の計画 

  搬出物は，下記のとおりすべて再生利用する。 

区分 発生量 再生利用方

法 

施設名称 

助燃剤 1,350.0ｔ 助燃剤 津山圏域クリーンセンター 

エコシステム山陽㈱ 

浚渫汚泥 80.0ｔ 堆肥 ㈱カンサイ 

㈱ヴァイオス 

 

８ 一般廃棄物の処理施設の整備に関する事項 

  点検・検査計画及び補修・更新計画に基づき施設の基本性能を確保し，施設

の長期安定稼働を図る。 


